
 第Ⅱ部 第１５章 二つの世界大戦 

４ 世界恐慌とファシズム諸国の侵略（１）                                                                                         教教教教ｐｐｐｐ321321321321（（（（L13L13L13L13））））～～～～324324324324（（（（LLLL4444））））    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

【2         】 （1929） …米で始まり全世界に波及した経済の大混乱 

アメリカ合衆国の恐慌 （1929，10，24～） 〔原因〕 

○土地への投機が過熱 

○米企業の生産過剰 

○労働者・農民は貧しいままだった 

〔発端〕ウォール街の【1               】で株価が大暴落 

（＝“暗黒の木曜日”） 

⇒企業・銀行の倒産，失業者の増大 

〔米恐慌が世界に波及した背景〕 

○ヨーロッパ経済がアメリカ資本に依存した脆弱な状態 ⇒ヨーロッパ諸国の恐慌 

○欧米の不況 ⇒国際貿易の縮小 ⇒世界各国の輸出企業に打撃 

アメリカアメリカアメリカアメリカのののの恐慌対策恐慌対策恐慌対策恐慌対策    

○共和党 

○【4               】を宣言 

〔内容〕賠償金・戦債支払いの 1 年間停止 

⇒効果なし 

イギリスイギリスイギリスイギリス・・・・フランスフランスフランスフランスのののの恐慌対策恐慌対策恐慌対策恐慌対策    

○マクドナルドが【16        】内閣組織 

◇金本位制の停止 

◇【17             】（1932） 

…スターリング=ブロックの形成 

（英連邦内の関税を下げ，連邦外に高関税） 

【3        】大統領 （1929～33） 

○【6    】党 

○【7          】（新規まき直し）政策 

◇【8        】法（ＡＡＡ）  

…農産物価格を調整 

◇【9           】法（ＮＩＲＡ） 

…企業の過剰生産を抑制し，価格を調整 

◇【10                  】（ＴＶＡ） 

…公共事業による失業者救済 

◇【11      】法 

…労働者の団結権と団体交渉権を保障 

◇産業別労働者組織委員会（ＣＩＯ）設立 

…労働組合組織 

○【12    】を承認（1933） 

○【13    】外交 

…ラテンアメリカ諸国への軍事的進出をやめ， 

経済的関係を強化 

（例）【14       】のプラット条項廃止 

○フィリピンの 10 年後独立を承認 

 

【5                  】大統領 

（1933～45） 

イギリスイギリスイギリスイギリス    

○植民地経済会議（1934） 

…フラン=ブロックの形成 

○【18             】条約（1935） 

…ソ連との関係を強化 

○【19        】内閣が成立（1936） 

…反ファシズム諸勢力による連合内閣 

〔首相〕【20      】（社会党） 

 

フランスフランスフランスフランス    

○【15           】 

…自国の通貨を使用する地域とともに経済圏を 

つくり，他国の商品を排除する経済政策 

（⇒自国の経済回復を最優先） 


